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国際保健医療福祉学分野 
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学会発表数                                                              

A－a 
A－b 

B－a 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

4  0  1  0  0  1  

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

高村 昇・教授 長崎市国民保護協議会 委員 長崎市国民保護協議会 

高村 昇・教授 支援センター運営委員会 委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

高村 昇・教授 福島県放射線健康リスク管理アドバイザー 福島県 

高村 昇・教授 非常勤嘱託 アルパイン株式会社 

高村 昇・教授 建築審査会委員 長崎県 

高村 昇・教授 (財)放射線影響研究所 臨床研究部顧問 公益財団法人 放射線影響研究所 

高村 昇・教授 環境放射能研究所研究連携推進会議委員 国立大学法人福島大学 

高村 昇・教授 環境放射能研究所 副所長 国立大学法人福島大学 

高村 昇・教授 環境再生プラザ運営委員会委員 環境再生プラザ 

高村 昇・教授 福島県「放射線と健康」アドバイザー 福島県 

高村 昇・教授 臨床研究部 顧問 公益財団法人 放射線影響研究所 

高村 昇・教授 風評払拭・リスコミ強化アドバイザリー会合外

部有識者委員 

復興庁 

高村 昇・教授 中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発

戦略検討会委員 

環境省 

高村 昇・教授 平成 31 年度中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利

用技術開発戦略検討会コミュニケーション推進

チーム 委員 

環境省 
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高村 昇・教授 雲南市原子力安全顧問 島根県雲南市 

高村 昇・教授 研修推進会議委員 他 公益社団法人 日本アイソトープ協会 

高村 昇・教授 安定ヨウ素剤の服用等に関する検討チーム委員 原子力規制庁 

折田真紀子・助教 内部被ばく技術検討会委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

折田真紀子・助教 外部被ばく技術検討委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

折田真紀子・助教 トレーナーズトレーニングの講師 公益社団法人 日本アイソトープ協会 

 

○教室における社会活動について 

2008年より国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館において、年に 10回「被爆者健康講話」を行い、原爆被爆者の健康増

進に向けた取り組みを行っている。 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

高村 昇・教授 

 

日本学術振興会 代表 

 

国際共同研究強化（B） 

「チェルノブイリから福島を知る～甲状腺

超音波所見の自然史」 

高村 昇・教授 環境省 代表 「放射線健康管理・健康不安対策事業（放射

線の健康影響に係る研究調査事業）」 

高村 昇・教授 環境省 代表 「富岡町を基盤とした帰還住民とのコミュ

ニケーションに資する科学的エビデンスの

創出」 

高村 昇・教授 文部科学省 代表 富岡町におけるイノシシ中の放射性物質濃

度評価 

山田 裕美子・助教 日本学術振興会 代表 薩摩川内市に住む住民の安定ヨウ素剤に関

するリスク認知とそれに影響する要因の検

討 

高村 昇・教授 アルパイン㈱ 内部被ばく線量評価 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

高村 昇・教授 非常勤講師（大規模災害と国際協力） 広島大学 

高村 昇・教授 非常勤講師（福島原発事故と災害復興） 東日本国際大学 

折田真紀子・助教 災害医療 国際医療福祉大学 

折田真紀子・助教 放射線災害医療サマーセミナー 笹川記念保健協力財団 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

高村 昇・教授 被災地支援 取組み

紹介 

福島民報 2019 年 

4 月 18 日 

広報誌 Choho特別号完成について 

高村 昇・教授 被ばく医療サテライ

ト修士課程の説明会 

朝日新聞 2019年 5月

17 日 

薩摩川内にて原子力災害に対応できる

人材の育成の重要性を説明した 

高村 昇・教授 被ばく者健康講話 長崎新聞 2019年 6月

21 日 

被ばく者の健康寿命の増進を目的とし、

康講話にて知って得する健康クイズを

披露した。 

高村 昇・教授 被ばく医療人材育成 民友新聞 2019 年 12 福島県内の大学と連携し災害・被ばく医
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月 31 日 療科学分野での人材育成についての取

り組みを川内村など浜通りで始めた。 

高村 昇・教授 原発被害者の帰還支

援 

読売新聞 2020年 2月

3 日 

業務支援、教育支援、復興支援の 3部門

で原発被災地の支援を行い、今後の抱負

を話した。 

 

○特筆すべき事項 

2019 年 3 月に長崎大学の広報誌である「CHOHO」の特別号として「長崎大学と福島復興その先へ」を出版し、福島

における長崎大学の活動についての広報活動に供している。 


